
山
梨
県
公
報
　
　
第
百
九
十
四
号
　
　
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
六
九

山
梨
県
公
報

第
百
九
十
四
号

令
和
三
年

五
月
三
十
一
日

月　曜　日

目

次

公

告

○
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定
に
つ
い
て	

二
六
九

○
基
本
測
量
の
実
施	

二
六
九

公
安
委
員
会

○
山
梨
県
警
察
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部

　

を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

二
六
九

○
山
梨
県
警
察
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
三
条

　

第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
措
置　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

二
七
〇

公　
　
　

告

◉　

随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十

五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
、
経
済
上

の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契

約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

随
意
契
約
に
係
る
役
務

㈠　

名
称　

山
梨
県
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
運
用
管
理
業
務

㈡　

数
量　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属

㈠　

名
称　

山
梨
県
総
務
部
情
報
政
策
課

㈡　

所
在
地　

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三　

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

令
和
三
年
四
月
一
日

四　

随
意
契
約
の
相
手
方

㈠　

名
称　

株
式
会
社
Y
S
K
e

－

c
o
m

㈡　

住
所　

山
梨
県
甲
府
市
湯
田
一
丁
目
十
三
番
二
号

五　

契
約
金
額　

六
千
七
百
八
万
八
千
六
百
六
十
九
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七　

随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由　

山
梨
県
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
構
築
業
務
の
受
託

者
で
あ
る
た
め
（
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令

（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
該
当
）
。

◉　

基
本
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
地
理
院
の

長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

測
量
の
種
類　

基
本
測
量
（
機
動
観
測
）

二　

測
量
の
地
域　

山
梨
県
富
士
吉
田
市

三　

測
量
の
期
間　

令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号

山
梨
県
警
察
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長　
　

武　
　

田　
　

信　
　

彦

山
梨
県
警
察
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

山
梨
県
警
察
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
山
梨

県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
公
安
委
員
会
等
が
所
管
す
る
手
続
等
を
、
」
を
「
こ
の
規
則
は
、
国
家
公
安
委
員
会
の

所
管
す
る
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

十
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
活
用
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条

及
び
」
に
改
め
、
同
条
中
「
基
づ
き
、
」
の
次
に
「
公
安
委
員
会
等
が
所
管
す
る
手
続
を
、
」
を
加
え

る
。



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
九
十
四
号
　
　
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日

二
七
〇

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
警
察
本
部
長
告
示
第
二
十
一
号

山
梨
県
警
察
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
三
条
第
二
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
措
置
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日

山
梨
県
警
察
本
部

本
部
長　
　

大　
　

窪　
　

雅　
　

彦

一　

申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
技
術
基
準

山
梨
県
警
察
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
山
梨

県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
二
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
等
を

す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
技
術
的
基
準
は
、
公
安
委
員
会
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機

と
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
接
続
で
き
、
正
常
に
通
信
で
き
る
機
能
を
備
え
た
も
の
と
す
る
。

二　

電
磁
的
記
録
を
作
成
し
た
年
月
日
時
の
記
録

公
安
委
員
会
等
は
、
規
則
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
者
（
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
書
面
等
に
記

載
さ
れ
又
は
記
載
す
べ
き
事
項
を
ス
キ
ャ
ナ
（
こ
れ
に
準
ず
る
画
像
読
み
取
り
装
置
を
含
む
。
）
に
よ

り
読
み
取
っ
て
で
き
た
電
磁
的
記
録
を
入
力
し
、
又
は
送
信
し
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
。
）
に
、
当
該

電
磁
的
記
録
に
当
該
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
た
年
月
日
時
を
記
録
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

申
請
等
を
行
っ
た
者
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

規
則
第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
措
置
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
法
令
等
の
同
表
右

欄
に
掲
げ
る
規
定
に
基
づ
く
申
請
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

ア　

不
特
定
の
者
に
よ
っ
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭

和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
）
の
送
信
（
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
の

送
信
を
除
く
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
電
気
通
信
設
備
の
う
ち
当
該
申
請
等
の
用
に
供
す
る
部
分

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
部
分
」
と
い
う
。
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、
申
請
等
を
行
う
者
の
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
（
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二

十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
電
子
メ
ー
ル
を
い
う
。
）
ご
と
に
異
な
る
も
の
と
な
る
よ

う
に
、
有
効
期
間
を
定
め
て
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ワ
ン
タ
イ
ム

U
R
L
」
と
い
う
。
）
を
受
信
し
、
当
該
ワ
ン
タ
イ
ム
U
R
L
を
用
い
て
申
請
部
分
に
接
続
す
る

措
置
と
す
る
。

イ　

規
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
氏
名
又
は
名
称
を
入
力
し
、
又
は
送
信
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
条
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

㈡　

法
令　

法
律
、
法
律
に
基
づ
く
命
令
、
条
例
及
び
執
行
機
関
の
規
則
（
規
定
を
含
む
）
を
い
う
。

同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

㈤　

申
請
等　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

五
十
一
号
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
八
号
及
び
情
報
通
信
技
術
利

用
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
等
を
い
う
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

二　

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
で
使
用
す
る
用
語
は
、
情
報
通
信
技
術
活
用
法
で
使
用

す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六

条
第
一
項
又
は
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
第
一
項
」
に
、
「
入
力
し
て
、
申
請
等
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
入
力
し
、
又
は
送
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
入

力
す
る
」
を
「
入
力
又
は
送
信
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体

の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
」
を
「
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証

業
務
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
第
一
項
」
を

「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
又
は
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
第
一
項
」
に
改
め

る
。第

七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
申
請
等
の
う
ち
に
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
困
難
又
は
著
し
く
不

適
当
と
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
場
合
）

第
四
条
　
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
申
請
等
の
う
ち
に
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
困
難
又
は
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
場
合

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

㈠　

申
請
等
を
す
る
者
に
つ
い
て
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
公
安
委
員
会
等
が

認
め
る
場
合

㈡　

申
請
等
に
係
る
書
面
等
の
う
ち
に
そ
の
原
本
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
公
安
委
員
会
等
が
認

め
る
場
合

㈢　

前
二
号
に
掲
げ
る
ほ
か
、
申
請
等
の
全
部
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行

う
こ
と
が
不
可
能
又
は
申
請
等
に
係
る
利
便
性
を
著
し
く
損
な
う
場
合

第
八
条
第
一
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
第
四
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六

条
第
四
項
又
は
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
九
十
四
号
　
　
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日

二
七
一

法
令
等

規
定

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）

第
七
十
八
条
第
一
項

第
七
十
八
条
第
四
項

第
七
十
八
条
第
五
項

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）

第
十
六
条
第
二
項

第
十
六
条
第
三
項

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）

第
十
七
条
第
一
項

四　

添
付
書
面
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

規
則
第
四
条
の
場
合
に
お
い
て
、
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
等
を
行
う
者
は
、
書
面
（
規
則

第
四
条
に
規
定
す
る
部
分
に
限
る
。
）
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
安
委
員
会
等
が
指
定
す
る

文
字
、
番
号
又
は
記
号
そ
の
他
の
符
号
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
百
九
十
四
号
　
　
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日

二
七
二


